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苫小牧プリンスホテル案内図

了吏=連_｢ 
●タクシー.市営バス一苫小牧駅より3分 

⊂垂=二重⊃ 

℡ホテル代表(0144)32-9224 

第26回総会を下記のように

開催いたしますD

会員､ご家族の皆様お誘い

合わせのうえご参加下さいo

ま己

-　日　時-

5月25日(日)

10 I)0-12●00

第26回総会

(昼　食)

13　00-15.OO

医療講演会
ニー会　場-

苫小牧プリンスホテル

総会当日はこの議案書をご持参ください
昼食は道腎協で用意します｡

北海道腎臓病患者連絡協議会



●

第26回総会次第
開会のあいさつ

黙　　と　　う

歓迎のあいさつ

会長のあいさつ

来賓のあいさつ

祝電･メッセージ披露

議　長　選　出

議　　　　事

平成14年度活動報告

平成14年度決算報告

平成14年度会計監査報告

平成15年度活動方針(莱)

平成15年度予算(莱)

平成15･16年度役員(莱)

スローガン(莱)

総会宣言(秦)

議　長　解　任

感謝状贈呈

閉会のあいさつ

道腎協総会記念

医療講演会　1300より

演題｢透析医療一基本とその活用について｣

講師　医療法人王子総合病院

循環器科　医　長　高　木　陽　一　先生
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国　会　請　願

は
じ
め
に

2
0
0
2
年
は
日
韓
共
催
の
サ
ッ

カ
ー
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
が
あ
り
一

時
は
明
る
い
話
題
で
盛
り
卜
が
り

ま
し
た
｡

日
本
経
済
は
長
期
に
低
迷
､
デ

フ
レ
状
況
が
続
い
て
い
る
な
か
､

昨
年
4
月
診
療
報
酬
が
大
き
く
改

引
さ
れ
､
医
療
保
険
財
政
が
き
び

し
い
状
況
に
あ
る
と
い
う
事
で
医

療
費
･
医
療
材
料
費
は
マ
イ
ナ
ス

改
訂
と
な
り
ま
し
た
C

透
析
医
療
に
関
し
て
は
.
e
透
析

時
間
区
分
の
廃
T
j
g
.
②
慢
性
維
持
透

析
患
者
外
来
医
学
管
理
料
･
ダ
イ

ア
ラ
イ
ザ
-
価
格
の
引
き
下
げ
③

外
来
透
析
中
の
食
事
給
付
の
保
険

適
用
が
廃
止
と
な
り
､
有
料
の
食

事
か
弁
当
持
参
と
な
り
､
透
析
患

者
に
大
き
な
負
担
と
な
り
ま
し
た
｡

道
腎
協
で
は
診
療
報
酬
改
悪
に

刺
し
て
厚
生
労
働
大
臣
に
抗
議
の

ハ
ガ
キ
満
動
の
展
開
も
し
ま
し
た
｡

今
後
も
こ
れ
以
上
社
会
保
障
や
_

療
保
障
が
後
退
さ
れ
な
い
様
､
各

方
面
で
の
活
動
を
し
て
い
か
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
C

全
腎
協
と
連
携

し
て
の
活
動

第
2
2
回
腎
提
供
者
拡
大

街
頭
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

厚
生
労
働
省
が
平
成
1
 
1
年
か
ら
毎
年

1
0
月
を
こ
れ
ま
で
の
　
｢
腎
移
植
推
進
月

間
｣
を
　
｢
臓
器
移
植
推
進
月
間
｣
　
と
改

め
.
4
阿
目
の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
と
な
り

ま
す
｡平

成
1
4
年
9
月
2
2
日
㈱
今
回
に
先
駆

け
'
全
道
1
8
カ
所
の
地
域
腎
友
会
で
約

3
9
0
名
の
患
者
･
家
族
･
医
療
･
行

政
の
関
係
舟
･
そ
の
他
協
力
団
体
の
方
々

の
参
加
に
よ
り
'
地
域
の
特
色
を
生
か

し
街
頭
や
各
地
の
催
事
場
で
臓
器
提
供

意
思
表
不
カ
ー
ト
･
テ
ィ
ッ
シ
1
L
･
尿

検
査
試
験
紙
な
ど
配
布
し
､
血
圧
測
定

コ
ー
ナ
1
な
ど
を
設
け
､
献
腎
に
つ
い

て
の
坪
解
と
協
力
を
人
々
に
呼
び
か
け

ま
し
た
｢

S
i
　
某
3
2
次
全
腎
協
国
会
請
願

署
名
募
金
･
J
P
C
国
会

請
願
署
名
募
金
運
動

現
存
公
費
で
透
析
が
出
来
る
の
も
､

先
輩
の
苦
労
が
あ
り
､
今
日
安
心
し
て

治
療
･
牛
晴
が
出
来
る
の
も
一
度
も
休

む
こ
と
な
く
国
会
請
願
を
3
0
年
以
L
続

け
て
き
た
賜
も
の
だ
と
思
い
ま
す
.
午

後
も
1
人
で
も
多
く
署
名
し
て
頂
け
る

よ
う
活
動
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
0

第
3
2
次
国
会
請
願
は
平
成
1
5
年
3
月

2
7
日
州
､
全
国
か
ら
代
表
者
が
集
ま
り
､

道
腎
協
か
ら
は
佐
藤
利
圃
氏
　
(
重
脈
)
'

宮
林
正
勝
氏
(
室
蘭
)
､
山
中
勝
志
郎
氏

(
伊
達
)
　
が
参
加
し
'
本
道
選
出
の
衆

参
両
院
議
員
及
び
厚
生
委
員
会
に
所
属

す
る
議
員
に
紹
介
議
員
に
な
っ
て
戴
く

よ
う
要
請
し
ま
し
た
C

f
Z
.
1
P
C
同
会
請
噺
は
6
月
2
H

脚
に
実
施
さ
れ
る
予
定
で
す
｡

全
腎
協
署
名
者
数
4
4
､
3
4
1
名

募
金
額
　
2
㌧
4
2
7
､
5
0
0
円



全胃協 劔櫨�2�
｢ 

地方名 傚�kﾉ^Xｾ��劍v�ｨv�ｪH��kﾉfﾙ^Xｾ��9xｹ�9xｹVh琪.佝B�

平成13年度 兌ﾙ�ﾃ�ID�7��平成ー3年度 兌ﾙ�ﾃ�敲ﾔﾒ�平成13年度 兌ﾙ�ﾈ枴�僖舩i[ﾙ�ﾂ籀ｴ�顋�kﾉ�B�

札幌 小樽 ��Rﾃc#2�13.H1,1 涛����#2�814.095 ��BﾃC�2�

1,;)74 釘ﾅ4��300,000 �#3�ﾃ����2,362 

旭川 釘ﾃピ��E3r�E4��"ﾃc3R�4,061 ��248,880 

;稚内 留萌 �523.0 �0 �3s��S�"�

84,973 

道南 苫小牧 � �93,200 ��ﾉ{S��3S���ッ�一,15H 

1,850 ���#C�ﾃ#�����亦ﾃcs��#��2ｓ�'�$�ﾂﾃ���"�

専蘭 滝川 ��ﾃscR� 剴�7,:W) �913 

3日4 ��鉄�ﾃ����#�R������#C�� 

十勝 釧路 �2����� 剴�纉��� 

3,Bp1(〕 剳4づ�?｣���"ﾃ����1.708 ��

北見 網走 �#S��偵�Db窒��981O 剴��s3��01)0 剴S�ｦ��

夕張 紋別 �����1リ()34,ョoo: �26,榊0 ��#�� 

F)日) ���3"ﾃ����451 �#��� 

岩見沢 鉄�B��18,000 停v優�� 

il馴 蔦CS���ﾈ�b�#c��ﾆﾂ�29620,500 1802,000 �20,000 定�c��#C2� 

31223,0002:i,OCu;266 

根室 千歳 劔7,6CO. ����� 

21;0 �!,+ ll,000 � 

深川 �����ｨ�ｳ��3#�� 剴#3�� 剴�C"�

伊達 � �35,700 �#�2� 

;■静内 � �2口,川一日 �����21り160 

士別 鉄�� �0 泥��110rト040 

l富良野 ト--_ L=l電 しぎ___計 ��B�450ー2,550 78-ー1,000 剴B�02,O5022 

∩ ��0197 

26,09H �#bﾃ��s3�Rﾃ��2穽��H璽�c2�����8+R�

『募金配分割合』全腎協募金　地方腎友会50%､道腎協35%､全腎協15%

J PC募金　道難病連50%､ JPC30%､道腎協20%

-は地元難病連支部に納入

※この署名(仝腎協)は3月27日に国会に請願されました｡
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総　会　風　景

1
P
C
署
名
音
数
　
2
6
.
9
0
7
名

募

金

額

　

　

3

1

4

.

0

6

3

円

矧
　
全
腎
協
大
会
の
参
加
に

つ
い
て

平
成
1
4
年
5
月
2
6
日
脚
秋
田
市
文
化

会
館
に
於
い
て
全
国
か
ら
約
1
､
0
0

C
名
の
参
加
者
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
｡

1
前
9
時
か
ら
全
休
会
議
が
開
か
れ
､

歓
迎
･
主
牒
省
挨
拶
な
ど
が
あ
り
　
｢
患

者
の
訴
え
｣
と
続
き
生
し
た
r
　
最
初
の

方
の
発
言
要
旨
は
　
｢
透
析
歴
2
5
年
で
就

職
活
動
を
幾
度
と
な
く
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
､

あ
き
ら
め
ず
当
た
っ
て
砕
け
ろ
精
神
で

就
職
し
た
｡
L
2
人
目
は
､
透
析
歴
2
8
年

の
方
で
若
い
仲
間
へ
の
エ
ー
ル
と
メ
ッ

セ
ー
シ
と
し
て
､
｢
い
つ
ま
で
も
､
夢
と

R
標
に
向
か
っ
て
可
能
性
に
チ
ャ
レ
ン

ジ
す
る
o
L
最
後
に
｢
透
析
歴
3
2
年
の
方

は
数
々
の
合
併
症
に
悩
ま
さ
れ
な
が
ら

も
最
後
ま
で
年
き
生
き
と
過
ご
す
｡
｣
と

の
訴
え
が
あ
り
ま
し
た
｡
続
い
て
来
賓

の
挨
拶
､
祝
電
披
蕗
'
基
調
報
告
が
あ

り
ま
し
た
o
　
記
念
講
演
と
し
て
新
潟
信

楽
園
病
院
副
院
長
･
鈴
木
正
司
先
生
に

よ
る
　
｢
安
定
し
た
透
析
と
自
己
管
理
の

た
め
に
｣
　
が
行
わ
れ
ま
し
た
｡

●
大
会
に
併
せ
ツ
ア
ー
を
企
画
し
道
腎

協
よ
り
2
2
名
の
参
加
が
あ
り
ま
し
た
｡

㈱
　
全
腎
協
相
談
員
研
修
会

`
平
成
1
4
年
7
月
6
日
㈹
7
日
㈲
両
日
'

大
阪
市
に
お
い
て
全
国
よ
り
9
0
名
の
参

加
で
開
催
さ
れ
道
腎
協
よ
り
一
一
上
事
務

局
次
長
が
出
席
し
ま
し
た
〔

今
E
I
は
　
｢
社
会
梁
源
を
学
ぶ
･
社
会

保
障
ガ
イ
ド
フ
ッ
ク
を
活
用
し
て
｣
　
を

テ
ー
マ
に
3
つ
の
分
科
会
に
分
か
れ
3

名
の
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
を
講
師
に

迎
え
｢
介
護
｣
　
｢
要
介
護
透
析
患
者
の
た

め
の
生
活
施
設
｣
　
｢
生
活
保
護
｣
を
学
び
､

2
日
目
は
全
腎
協
金
子
理
事
の
患
者
会

の
役
割
に
つ
い
て
の
講
演
で
は
患
者
会

活
動
の
3
つ
の
役
割
と
し
て
ー
病
気
の

科
学
的
把
野
　
｢
病
気
と
た
た
か
う
気
概
｣

｢
病
気
と
た
た
か
う
条
件
整
備
｣
　
等
の

内
容
で
し
た
o

㈲
　
全
腎
協
第
2
1
回
｢
腎
不
全
を

語
る
つ
ど
い
｣
旭
川
大
会

平
成
1
4
年
9
月
1
5
口
凧
旭
川
巾
人
雪

ク
リ
ス
タ
ル
ホ
ー
ル
に
於
い
て
行
わ
れ

ま
し
た
D

旭
川
医
大
菊
池
健
次
郎
第
一
内
科
教

●

投
の
司
会
で
パ
ネ
ラ
ー
の
平
川
智
也
先

坐
(
旭
川
医
大
第
一
内
科
助
手
)
'
山
地

泉
先
年
　
(
旭
川
赤
十
･
T
病
院
腎
臓
内
科

部
長
)
､
件
々
人
智
了
先
牡
(
旭
川
赤
十

字
病
院
管
理
栄
養
士
)
　
の
先
生
方
に
よ

る
　
｢
生
活
習
慣
病
と
腎
臓
病
.
を
テ
ー

マ
に
講
演
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
｡
内
容

は
全
腎
協
の
ブ
ッ
ク
レ
ッ
ト
に
て
発
行

に
な
り
ま
す
U

｣
道
内
活
動
の

2E

取
り
組
み

川
　
道
と
の
意
見
交
換
会

平
成
1
5
年
3
月
1
1
ロ
的
'
午
前
1
0
時

訓
分
か
ら
退
庁
会
議
幸
に
於
い
て
道
側

1
 
1
名
､
道
腎
協
8
名
に
よ
る
H
席
で
開

催
さ
れ
ま
し
た
∪
　
内
容
は
次
弓
〟
ど
う

じ
ん
″
に
掲
載
予
定
で
す
｡

必
　
診
療
報
酬
改
悪
で
全
道
か
ら

ハ
ガ
キ
抗
議
文
を
開
始

道
腎
協
独
白
で
平
成
1
4
年
4
月
1
口

か
ら
の
診
療
報
酬
改
悪
に
対
し
て
板
目

厚
生
労
働
大
粒
に
患
者
か
ら
の
訴
え
と

し
て
今
回
の
改
訂
実
施
に
対
す
る
抗
議

の
ハ
ガ
キ
活
動
を
腿
開
し
ま
し
た
o

矧
　
診
療
報
酬
改
訂
に
伴
う

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
実
施

平
成
1
4
年
4
月
1
日
か
ら
の
診
療
報

酬
の
改
.
別
は
原
生
労
働
省
の
抜
き
打
ち

と
も
言
え
る
改
悪
で
､
特
に
私
達
透
析

患
者
に
人
変
き
び
し
い
内
容
の
も
の
が

あ
り
､
道
腎
路
で
は
今
回
改
訂
さ
れ
た

外
来
透
析
に
関
す
る
診
療
報
酬
に
よ
り

道
内
の
透
析
施
設
の
対
応
の
変
化
を
各

地
域
腎
友
会
で
杷
起
さ
れ
て
い
る
範
囲



第21回全腎協｢腎不全対策を語る集い｣ (旭川)

(1)　　3

で
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
し
ま
し

た
o

調
査
結
果
は
と
う
じ
ん
8
9
u
L
T
に
掲
載

さ
れ
ま
し
た
L

㈱
　
道
腎
協
青
年
部
発
足
重
言

迫
腎
協
青
年
部
は
　
｢
青
年
患
占
固
有

の
要
望
や
悩
み
を
交
流
し
な
が
ら
'
青

年
患
者
の
自
立
の
力
策
を
考
え
て
い
く
｣

こ
と
を
目
的
と
し
て
　
｢
2
1
世
紀
を
担
う

青
年
患
i
P
が
若
々
し
く
元
気
に
生
き
抜

く
た
め
に
′
｣
　
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
第
2
5

同
道
腎
協
総
会
に
て
発
足
し
ま
し
た
｡

倒
　
他
団
体
と
の
連
携
に
つ
い
て

L
S
.
平
成
1
4
年
7
月
2
1
日
脚
千
歳
の
キ

-
ン
ヒ
ー
ル
⊥
場
に
於
い
て
､
キ
リ

ン
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
で
恒
例
の
.
腎

提
供
者
拡
大
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
｣
　
が
行

わ
れ
ま
し
た
｡

北
海
道
移
植
者
脇
議
会
を
中
心
に

市
･
化
札
幌
病
院
腎
移
植
科
･
平
野
哲

夫
光
年
他
3
名
､
日
本
臓
器
移
榊
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
東
日
本
支
部
･
菊
池
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
'
北
梅
漬
腎
臓
ハ
ン

ク
･
藤
森
事
務
局
長
､
竹
田
コ
ー
デ

ィ
ネ
ー
タ
ー
､
苫
小
牧
腎
友
会
3
名
､

千
歳
腎
友
会
4
名
､
道
腎
協
2
名
､

計
2
2
名
に
よ
り
､
朝
9
時
よ
り
意
思

表
示
カ
ー
ト
エ
ア
ィ
ッ
シ
ユ
ペ
ー

パ

ー

･

ハ

ン

フ

レ

ッ

ト

･

風

船

な

と

8
､
O
C
O
組
を
入
場
者
に
配
布
し

ま
し
た
｡

②
　
北
海
道
難
病
連
の
腎
臓
病
部
会
と

し
て
難
病
連
各
地
域
支
部
描
勤
や
全

道
集
会
､
ク
リ
ス
マ
ス
パ
ー
テ
ィ
ー
､

ハ
サ
ー
等
に
参
加
し
ま
し
た
C

母
　
第
1
1
回
全
国
移
植
者
ス
ポ
ー
ツ
大

会
が
平
成
1
4
年
8
月
2
3
日
働
､
2
4
日

出
の
両
日
､
野
幌
総
合
運
動
公
幽
(
江

別
市
)
'
厚
別
パ
ー
ク
ボ
ウ
ル
(
札
幌

市
)
　
に
於
い
て
'
臓
器
･
角
膜
･
骨

髄
の
移
舶
者
等
の
ス
ポ
ー
ツ
大
会
が

行
わ
れ
､
道
腎
協
と
し
て
も
後
援
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
"

組
織
･
財
政
･

広
報
活
動
に

つ
い
て

第
2
5
回
道
腎
協
総
会

札
幌
大
会

第
2
5
回
道
腎
協
定
期
総
会
が
平
成
1

年
5
月
1
9
口
凧
札
幌
市
ホ
テ
ル
ユ
ニ
オ

ン
に
於
い
て
､
来
賓
-
名
､
全
道
各
地

よ
り
会
員
･
家
族
1
6
9
名
の
も
と
開

催
さ
れ
ま
し
た
｡

全
休
塊
会
は
午
前
1
0
時
よ
り
山
口
副

会
長
の
司
会
で
開
催
さ
れ
､
亡
く
な
ら

れ
た
会
員
の
皆
様
に
黙
祷
を
捧
げ
ー
堀

井
会
長
の
挨
拶
が
あ
り
'
祝
電
･
メ
ッ

セ
ー
ジ
が
披
露
さ
れ
ま
し
た
｡
続
い
て

兼
良
に
2
名
を
題
出
し
議
卓
に
入
り
､

平
成
1
3
年
度
活
動
報
告
'
決
算
報
告
'

●

監
査
報
生
=
が
あ
り
多
少
の
質
疑
応
答
の

あ
と
3
件
併
せ
て
承
認
さ
れ
ま
し
た
o

休
憩
を
は
さ
み
'
平
成
1
4
年
度
活
動
方

針
(
莱
)
､
r
算
(
莱
)
が
承
認
さ
れ
ま

し
た
｡
通
腎
協
青
年
部
が
正
式
に
発
足

し
承
認
さ
れ
､
又
､
ス
ロ
ー
ガ
ン
'
総

会
宣
言
を
採
択
し
て
す
〓
し
の
議
題
を

終
了
し
ま
し
た
¢

長
年
､
道
腎
協
'
十
勝
地
力
腎
友
会

の
役
員
と
し
て
尽
力
さ
れ
た
兼
山
明
雄

氏
が
死
去
さ
れ
､
功
績
を
た
た
え
感
謝

状
を
贈
呈
し
､
佐
藤
副
会
長
の
閉
会
の

挨
拶
で
無
事
終
了
し
ま
し
た
｡

午
後
よ
り
道
腎
協
結
成
2
5
周
年
を
記

念
し
て
医
療
講
演
　
｢
透
析
医
療
の
進
歩

と
展
望
｣
と
題
し
て
北
海
道
透
析
療
法

･
1
孟
天
吉
良
･
札
幌
北
ク
リ
ニ
ッ
ク
院
長
･

大
半
整
爾
先
生
を
講
師
に
行
わ
れ
ま
し

た
｡
　
前
日
　
(
1
8
日
)
親
睦
交
流
と
し

て
､
定
山
渓
ビ
ュ
ー
ホ
テ
ル
に
於
い
て

交
流
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
｡

必
　
第
5
2
回
(
社
)
全
腎
協
北
海

道
ブ
ロ
ッ
ク
会
議

平
成
1
4
年
4
月
1
3
日
川
1
4
日
仰
両
H
t

札
幌
ホ
テ
ル
ユ
ニ
オ
ン
に
於
い
て
､
役

員
'
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
等
3
0
名
の
出
席
に



よ
り
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

議
題
と
し
て
、
地
域
患
者
会
組
織
活

動
報
告
、
第
2
5
回
道
腎
協
定
期
総
会
議

事
、
道
腎
協
青
年
郁
発
足
な
ど
肘
議
し

無
事
終
了
し
ま
し
た
。

図

　

第
5
3
回
（
社
）
全
腎
協
北
海

　
　

道
ブ
ロ
ッ
ク
会
議

　

平
成
1
4
年
1
0
月
2
6
‐
出
2
7
日
間
両
‐
、

ホ
テ
ル
札
幌
会
館
に
於
い
て
、
役
員
、

オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
等
5
4
名
の
出
席
に
て
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　

議
題
と
し
て
、
地
城
患
者
会
組
織
活

動
報
告
、
全
腎
協
理
事
会
報
告
。
道
腎

協
前
期
活
動
報
告
、
会
計
・
会
計
監
査

報
告
、
道
へ
の
要
望
等
討
硫
し
ま
し
た
。

　

又
、
役
員
研
修
会
と
し
て
『
道
腎
協

地
域
腎
友
会
組
織
強
化
に
つ
い
て
』
参

加
さ
れ
た
地
城
の
皆
さ
ん
が
、
ど
の
様

な
意
見
が
あ
る
の
か
、
組
織
強
化
検
討

委
員
会
の
今
後
の
参
考
に
す
る
た
め
研

修
会
の
テ
ー
マ
と
し
て
実
施
し
ま
し
た
。

㈲

　

道
腎
協
結
成
2
5
周
年
記
念
事

　
　

業
実
態
調
査
実
施

　

道
腎
協
結
成
2
5
周
年
事
業
と
し
て
、

道
腎
協
会
員
の
実
態
を
調
査
・
把
握
し

て
。
今
後
の
会
の
活
動
の
指
針
と
す
る

為
、
平
成
1
4
年
２
月
１
日
現
在
の
状
熊

で
会
員
数
４
、
６
５
８
部
を
配
布
し
ま

し
た
。
回
収
数
は
３
、
５
０
０
部
で
回

収
率
は
７
５
・
１
％
で
し
た
。
設
問
は

会
員
の
生
活
状
態
・
経
済
状
熊
・
通
院

介
護
等
幅
広
く
設
定
し
ま
し
た
。

　

そ
の
結
果
、
会
員
の
置
か
れ
て
い
る

状
況
は
。
前
回
（
平
成
５
年
）
の
時
と

同
様
に
経
済
的
に
は
相
変
わ
ら
ず
家
族

の
助
け
を
借
り
な
け
れ
ば
厳
し
い
状
況

の
方
が
多
く
見
受
け
ら
れ
ま
し
た
。
し

か
し
、
介
護
保
険
制
度
が
始
ま
っ
た
お

陰
な
の
か
、
通
院
介
護
が
楽
に
な
っ
た

方
、
数
年
も
入
院
し
て
い
る
方
が
減
っ

た
り
と
中
に
は
う
れ
し
い
回
答
が
あ
り

ま
し
た
。

　

会
員
の
こ
れ
か
ら
の
腎
友
会
に
期
待

す
る
こ
と
で
の
一
番
は
や
は
り
、
現
在

同
様
、
医
療
費
の
自
己
負
担
が
無
く
無

料
で
安
心
し
て
治
療
か
出
来
る
事
で
す
。

し
か
し
、
今
回
の
調
査
実
施
中
に
医
療

費
の
改
訂
が
あ
り
、
透
析
技
術
料
の
時

間
区
分
制
の
廃
止
や
引
き
下
げ
・
透
析

中
の
食
事
の
保
険
適
用
廃
止
等
、
患
者

さ
ん
に
多
く
の
し
わ
寄
せ
が
来
て
し
ま

い
ま
し
た
。
実
際
に
道
内
の
多
く
の
透

析
施
殼
で
食
事
代
が
有
料
に
な
り
、
ま

た
は
食
事
が
で
な
く
な
っ
た
と
こ
ろ
も

あ
り
ま
す
。

　

こ
の
実
態
調
査
の
詳
細
は
機
関
紙
ど

う
じ
ん
臨
時
号
で
発
行
さ
れ
ま
し
た
。

即

　

各
地
域
腎
友
会
で
の
活
動
に

　
　

つ
い
て

　

道
腎
協
は
他
都
府
県
と
違
い
、
広
大

な
地
城
の
為
地
域
腎
友
会
、
市
町
単
位

の
腎
友
会
、
病
院
患
者
会
が
加
入
し
た

り
と
。
多
様
な
組
織
形
態
で
活
動
し
て

い
ま
す
。

　

各
地
域
腎
友
会
の
取
り
組
み
と
し
て
、

患
者
の
自
立
支
援
事
業
・
通
院
介
護
事

業
・
通
院
費
助
成
問
題
等
を
行
政
に
対

し
て
禎
極
的
な
活
動
を
し
て
い
ま
す
。

　

又
、
地
域
の
特
色
を
生
か
し
、
各
種

の
講
習
会
、
学
習
会
、
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ

ン
な
ど
会
員
の
親
睦
、
交
流
を
図
る
催

し
か
盛
ん
に
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
一
方

で
は
未
加
入
患
者
、
高
齢
化
、
会
へ
の

無
関
心
な
ど
諸
問
閣
で
悩
ん
で
い
ま
す
。

現
役
員
も
長
期
に
な
り
、
後
継
者
の
育

成
も
難
し
い
状
況
で
す
が
。
勤
務
の
合

間
や
人
・
退
院
を
し
な
が
ら
患
者
会
の

た
め
に
活
動
し
頑
張
っ
て
い
ま
す
。

圏

　

遭
腎
協
地
域
腎
友
会
組
織
強

　
　

化
問
題
に
つ
い
て

　

2
0
0
0
年
よ
り
運
営
会
離
に
て
道

腎
協
の
組
織
強
化
対
策
や
ブ
ロ
ッ
ク
化

に
つ
い
て
検
討
し
て
き
ま
し
た
。
運
営

会
議
に
於
い
て
は
、
一
定
の
方
向
で
確

認
を
得
ま
し
た
が
、
平
成
1
4
年
度
か
ら

は
詳
細
に
つ
い
て
は
、
５
名
の
メ
ン
バ
ー

に
て
委
員
会
を
設
置
し
３
回
開
催
。
検

討
し
た
結
果
を
1
0
月
2
7
日
間
ブ
ロ
ッ
ク

会
議
の
役
員
研
修
会
に
お
い
て
脱
明
を

し
。
各
地
域
腎
友
会
の
皆
さ
ん
に
検
討

し
て
頂
き
色
々
な
意
見
が
出
ま
し
た
。

閉

　

各
種
学
習
会
に
つ
い
て

　

道
腎
協
で
は
「
会
員
・
家
族
の
医
療

知
識
の
向
上
」
「
社
会
保
障
の
動
き
」
等

の
た
め
に
、
そ
の
時
々
の
情
勢
に
合
わ

せ
独
自
の
活
動
と
し
て
、
医
療
講
演
会

や
役
員
研
修
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

○
医
療
講
演
会

　

①
平
成
1
4
午
５
月
1
9
日
間
第
2
5
回

　
　

道
腎
協
総
会
記
念
医
療
講
演
会
『
透

　
　

析
医
療
の
進
歩
と
展
望
』
を
テ
ー

　
　

マ
に
Ｉ
療
法
学
会
会
長
・

　
　

札
幌
北
ク
リ
ニ
ッ
ク
院
長
・
大
平

－
７



控室と加温器を用意しておりますので､ご参加をお待ち

しております｡

整
爾
先
年
の
講
演
が
行
わ
れ
ま
し

た
｡
(
ど
う
じ
ん
9
0
号
掲
載
)

②
　
平
成
1
 
4
年
8
月
4
口
㈲
北
海
道

難
病
連
全
道
集
会
釧
路
入
会
で
腎

臓
病
部
会
と
し
て
　
｢
最
近
の
透
析

技
術
に
つ
い
て
｣
　
を
テ
ー
マ
に
釧

路
泌
尿
器
科
ク
リ
ニ
ッ
ク
･
臨
床

工
学
上
室
長
･
大
洋
貞
利
先
生
の

講
演
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
･
(
と
う

じ
ん
9
1
冒
掲
載
)

◎
役
員
研
修
会

平
成
1
4
年
1
0
月
2
7
日
㈲
第
5
3
回
ブ

ロ
ッ
ク
会
議
終
了
後
　
｢
地
域
腎
友
全

組
織
強
化
に
つ
い
て
｣
を
テ
ー
マ
に

今
後
の
道
腎
協
組
織
強
化
の
参
考
に

参
加
者
の
伴
さ
ん
よ
り
広
く
意
見
を

聞
き
ま
し
た
｡

㈲
　
組
織
拡
大
に
つ
い
て

会
員
数
は
平
成
1
3
年
度
未
で
4
､
6

5
0
名
で
し
た
が
'
各
地
域
患
h
P
会
の

努
力
に
よ
り
4
'
6
9
9
名
に
な
り
ま

し
た
o透

析
患
者
は
増
加
し
て
い
ま
す
が
､

腎
友
会
へ
の
入
会
率
が
低
い
の
は
'
無

関
心
な
患
者
や
高
齢
化
､
長
期
透
析
の

合
併
症
､
要
介
護
の
力
が
多
い
事
も
要

川
と
思
わ
れ
ま
す
｡

道
内
も
マ
ル
障
(
重
度
心
身
障
害
石

医
療
費
助
成
制
度
)
　
に
対
し
所
得
制
限

が
導
入
さ
れ
､
医
療
費
の
一
部
負
担
を

し
て
い
る
患
者
さ
ん
も
た
く
さ
ん
い
ま

す
n
 
X
t
　
昨
年
4
月
の
診
療
報
酬
改
定

で
は
.
大
幅
な
引
き
下
げ
に
な
り
食
事

代
が
有
料
に
な
り
負
担
が
大
き
く
の
し

か
か
り
.
高
齢
で
E
人
暮
ら
し
の
患
者

さ
ん
は
弁
当
も
作
れ
ず
困
っ
て
い
ま
す
C

こ
れ
以
上
の
負
担
を
多
く
さ
せ
な
い
よ

う
非
会
員
に
入
会
を
呼
び
か
け
､
大
き

な
組
織
で
行
政
に
立
ち
む
か
わ
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
o

今
年
度
も
入
会
を
呼
び
か
け
る
た
め

の
P
R
版
を
作
成
し
'
全
道
･
今
患
者

に
配
布
し
ま
し
た
e

㈲
　
広
報
活
動
に
つ
い
て

平
成
1
4
年
度
総
会
議
案
書
を
含
め
､

機
関
紙
〟
ど
う
じ
ん
″
を
5
也
雅
行
し

ま
し
た
｡

会
の
動
き
､
社
会
･
福
祉
の
動
き
､

会
員
の
投
稿
'
医
療
講
演
会
の
内
容
､

各
腎
友
会
の
活
動
､
透
析
生
折
に
関
す

る
学
習
コ
-
ナ
-
.
事
務
局
の
活
動
報

告
な
ど
'
多
く
の
会
員
の
情
報
の
手
助

●

け
に
な
れ
は
と
思
い
､
編
集
委
‥
R
"
同

悩
み
な
が
ら
作
成
し
て
い
ま
す
｡

又
､
役
員
に
対
し
て
今
月
の
情
報
等

も
発
行
し
て
い
ま
す
.

お
わ
り
に

平
成
1
3
年
I
n
月
､
マ
ル
瞳
に
所
得
制

限
が
導
入
さ
れ
､
さ
ら
に
追
い
討
ち
を

か
け
る
よ
う
に
平
成
1
 
4
年
4
月
1
日
の

診
療
報
酬
改
]
引
で
は
'
人
⊥
透
析
に
関

す
る
診
療
報
酬
も
大
幅
に
引
き
下
げ
が

実
施
さ
れ
.
透
析
技
術
料
の
時
間
区
分

廃
止
'
外
来
透
析
の
食
事
R
=
筒
の
保
険

適
用
除
外
､
外
来
医
学
管
坪
料
引
き
l
L

げ
で
'
検
査
同
数
が
減
ら
さ
れ
る
な
と
､

年
々
き
び
し
く
な
っ
て
き
て
い
ま
す
'

今
後
､
行
政
に
対
し
て
医
療
費
助
成
制

度
へ
更
な
る
理
解
と
拡
充
を
求
め
て
い

く
行
動
が
重
要
と
思
わ
れ
ま
す
.

い
つ
で
も
ー
ど
こ
で
も
ー
安
心
し
て

医
療
を
受
け
ら
れ
る
様
.
現
在
の
制
度

を
守
る
た
め
に
l
致
阿
結
し
て
活
動
し

て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
｡

ー
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平成14年度25周年記念積立金決算報告
白　平成14年4月1日

(収入の部)　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　全　平成15年3月31日

備　　　　　　　　考

今　期　積　立　金

受　　取　　利　　息

前　期　繰　越　金

/ゝ　　　　　　　計

平成14年度備品積立金決算報告

(収入の部)
白　平成14年4月1日
至　平成15年3月31日

科　　　　　　白

今　期　禾出　立　金

･量　　取　　利　　息

%　　　　　　　　*

前　期　繰　越　金

計

平成14年度運営安定会計決算報告

(収入の部)
自　平成14年4月1日
全　平成15年3月31R

科　　　　　　　白

繰　　　　入　　　　金

取　　利　　息

期　繰　越　金

計

F紹　　　　　　　　　ES

般1とW)万-特別90万

科　　　　　　　目

繰　　　lLH　　　　金

子　　　　備　　　　費

備　　　　　　　　　考

一般13()万　稗甘｣40万･備E.LJE.107j- ･ 25周年107j-

次　期　繰　越　金

計

9-



(支出の部)

科　　　　白

会　　　議　　　費

運営会議費

役員研修会費

全腎協参加費

難病連参加費

負　　　担　　　金

●

加盟　分担　鋸

全国会負押金

事　　　業　　　費

機　関　紙　費

子舌　　動　　費

青年部活動費

事務　局　運　営　費

通　　イ喜　　費

事務用　品費

新聞図書費

交　　通　　費

家　　　　　賃

電　　話　　料

雑　　　　　費

水道光熱費

備　　rlL　　費

慶　　弔　　費

事務局Ii=　当

法定福利　費

退職給与引当金

戸　　　備　　　費

運営安定会計繰出金

吹,yJJ　繰　越　食

△　　　　　計

10

札幌開催(議案書含む)

紬新,朋vl)括弧せんしんき1う他発送

交流会(2回)他

事務局員･アルバイト他

84,00〔)×12ヶ月

パソコン通信他

振替他

ノ火道､電気.ガス料金

コピーリース他

事務局長･事務員･アルバイト

労災保険



平成14年度一般会計決算報告
白　平成11年4月1日

干it'一成15年3月31日

科目卜予算:凝 剏�Z額 停ﾂ�途�2�備､::㌔:考 

会費 謄#�ﾃ�c�ﾃ����19,613,300 �- 

会費未納分 都Bﾃ#���75,25ー〕 ����紕�前年度分 

配分交付金 ��657,550 �������道の助成金 

寄附金 鉄�ﾃ����92,nn0 棉F釘��� 

物晶販売益 �3�ﾃ����59,806 ��湯紕� 

広告料 ��c�ﾃ��ｶﾄ��340,000212.5 凾ﾇうじん広告料 

雑収入 鉄�ﾃ���ィﾃT�"���c偵�� 

運営安定会計繰入金. ��ﾃ6趙ﾆ跖�ｲ��1,300,000 ��

小計 �#"ﾃC��ﾃsS�� 涛��� 

前期枚越愈 鼎��ﾃc�2�491,603 �� 

合計 �#"ﾃ都2ﾃ3S2�22,714,oil ��- 

平成14年度特別会計決算報告
自　平成14年4月1H

至　TrT成15年3J]31日

_翠______目､､ 冰ﾈ6韃ｨｧ｣ｨv��㌔-.決算額 儖Xﾖﾂ�

北海道ブC,ツク育成費 塔Crﾃ����847,000 ��9�Hｺh.h.��4ﾈ88987��ｸ98ﾌ8ﾝ��

同会請願募金 塔��ﾃ����912,439 

キャンペーン売上金 �8���ﾃ����235,84O 

募金箱 鉄�ﾃ����35.100 

雑収入 ����｢�辻�

運営安定会計繰入金500,000; �400,000 辻�

前期繰越金320,561 �320∫561 辻�

<計 �� 辻�

科白.※､ 俐Sｩn�ｫB(��鵑ｲ�≡-決軒額 刎�ｨ���8ﾖﾂ�

ブー｣ツク会議 ��ﾃC��ﾃ����1,092,134 釘ﾃ��ﾈ隍ｨﾜ2�

用品購入代 ��229,483 ��

移植推進活動費 鉄�ﾃ����21,586 ��

地域患者会組織助成金 姪C��ﾃ����65,000 ��

雑__翠 鉄�ﾃ����23,559 ��Jﾙ�yN��

通信費 ���ﾃ����8,63O ��

腎臓移植基金 鉄�ﾃ����35,100 �;��H6�984簫�

予備費 �#�rﾃSs��0 ��

運営安定会計繰出金 �3��ﾃ����900,000 ��

次期繰越金 ��375,453 ��

合計 �"繝�rﾃSs��2,750,945 ��

ll



平成14年度災害義援金決算報告
白　平成1/1咋4月1日

至　平成15年3月31日

科目F予算額 剏�Z額 儖Xﾖﾂ�

受取利息i3O �67 ��

前期繰越金 ��3,851,282 ��

合計 �2ﾃゴ�ﾃ3�"�3,851,349 ��

平成14年度退職給与引当金会計決算報告
自　平成14年4月1日

(収入の部)　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　雫　平成15年3月31日

科目 冰ﾈ螽ｧ｢�決算額 儖Xﾖﾂ�

今期繰入金 �#モﾃ����288,OOO 辻�

受取利息 ����145 辻�

前期繰越金 田��ﾃ�c��6Ol,061 ��

合計 塔ヲﾃ�s��889,2〔)6 ��

●
会計監査報告

平成14年度決算書に基づき､関係帳簿､領収書､預金通

帳等を厳止に精査した結果､決算書の通り相違なく､いず

れも正確､妥当である事を報告いたします｡

平成15年4月5口

会計監壷役　青　柳　正　一　⑳

会計監査役　福　原　真理子　㊥
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平
成
1
5
年
度
活
動
方
針
■
袈
)

現
打
､
わ
が
国
は
長
期
低
迷
す
る
経

済
の
構
造
的
不
況
で
金
融
危
機
､
尖
業

率
の
L
昇
､
G
n
P
の
低
成
長
等
､
大

変
厳
し
い
社
会
情
勢
の
小
に
漬
か
れ
て

い
ま
す
｡
そ
し
て
､
内
は
｢
構
造
改
革
｣

な
く
し
て
成
長
な
し
と
'
社
会
保
障
に

対
し
て
も
聖
域
な
し
と
.
国
民
に
対
し

て
'
医
療
や
年
金
制
度
に
も
　
｢
白
己
負

担
｣
ー
受
益
者
負
担
｣
を
求
め
て
い
ま
す
｡

し
か
し
'
肝
心
な
　
｢
行
政
改
革
｣
　
の
官

や
政
の
改
革
は
中
途
半
端
で
終
わ
り
､

自
己
負
担
や
増
硯
の
痛
み
だ
け
は
､
国

民
に
押
し
〓
け
て
い
ま
す
｡

病
気
は
い
つ
罷
る
か
分
か
り
ま
せ
ん
o

長
期
に
及
ぶ
闘
病
に
な
る
と
､
と
て
も

個
人
の
責
任
で
は
負
え
ま
せ
ん
o
　
そ
の

為
に
あ
る
の
が
社
会
保
障
の
中
に
あ
る

医
療
制
度
で
す
C

本
年
4
月
か
ら
は
社
会
探
険
本
人
も
､

医
療
費
の
自
己
負
担
が
3
割
に
な
り
ま

し
た
U
わ
た
し
達
透
析
患
廿
は
透
析
以

外
の
病
気
で
も
､
重
度
心
身
障
害
者
医

療
費
助
成
制
度
〓
､
ル
障
)
　
に
上
り
'

白
己
負
担
が
あ
り
ま
せ
ん
｡
し
か
し
､

医
療
費
助
成
制
度
の
マ
ル
瞳
に
は
端
々

高
額
の
負
担
が
増
し
て
き
ま
す
.
マ
ル

陣
の
実
施
主
体
の
各
自
治
体
や
迫
も
厳

し
い
財
政
の
中
､
こ
の
制
度
も
所
得
制

限
等
､
見
直
し
が
始
真
二
し
い
吏
す
.

こ
の
よ
う
な
状
況
の
な
か
､
わ
た
し

達
は
常
に
'
国
会
請
願
署
名
や
様
々
な

方
法
で
行
政
に
働
き
か
け
て
自
分
達
が

声
を
だ
し
て
社
会
保
障
制
度
を
守
ら
な

け
れ
ば
'
誰
S
臨
力
し
て
く
れ
ま
せ
ん
o

今
年
度
も
す
べ
て
の
会
員
が
　
致
団
結

し
て
活
動
し
て
行
き
ま
し
ょ
う
.

全
腎
協
と
連
携

し
て
の
活
動

第
3
3
次
全
腎
協
国
会
請
願
署
名
募

金
活
動
に
取
り
組
み
ま
す
｡

長
年
透
析
患
占
会
が
単
独
で
要
望

し
国
会
審
議
さ
れ
る
活
動
で
す
∪
　
腎

疾
患
分
野
に
お
け
る
医
療
祈
祉
の
総

A
u
化
を
早
急
に
確
立
さ
れ
る
よ
う
運

動
し
ま
す
｡

請
願
卓
項

1
　
年
齢
'
障
害
の
種
類
､
程
度
を

問
わ
ず
､
必
要
な
す
べ
て
の
人
に

介
護
が
保
障
さ
れ
る
制
度
を
確
立

し
て
く
だ
さ
い
ひ

透
析
患
者
の
重
症
化
'
障
害
の

重
複
化
に
と
も
な
う
要
介
護
透
析

患
者
の
急
増
に
対
応
す
る
医
療
･

栴
祉
向
面
に
お
け
る
在
宅
サ
ー
ヒ

ス
､
施
設
サ
ー
ビ
ス
を
早
急
に
拡

充
し
て
く
だ
さ
い
｡

通
院
困
難
な
在
宅
の
透
析
患
者

の
た
め
に
'
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
の

増
】
n
T
,
移
送
支
援
な
ど
通
院
介
護

保
障
体
制
を
確
止
し
て
く
だ
さ
い
｡

糖
尿
病
性
腎
症
の
予
防
対
策
と

腎
十
全
･
透
析
に
移
行
し
な
い
た

め
の
啓
発
情
動
を
強
化
し
て
く
だ

さ
い
｡看

護
師
､
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
な

ど
の
医
療
･
福
祉
従
事
者
不
足
を

早
急
に
解
消
し
.
大
幅
な
増
貞
対

策
を
具
体
的
に
講
じ
て
く
だ
さ
い
.

臓
器
移
植
の
推
進
普
及
の
た
め
､

都
道
府
県
所
属
の
コ
-
テ
ィ
ネ
ー

ク
ー
の
増
員
と
身
分
保
障
を
確
立

し
て
く
だ
さ
い
U

医
療
福
祉
に
関
す
る
全
国
的
な
問

題
に
対
し
て
'
全
腎
協
と
共
に
活
動

を
進
め
ま
す
o

国
は
､
社
会
保
障
制
度
に
関
連
す

る
諸
問
題
で
'
特
に
医
療
に
お
い
て

診
療
報
酬
改
定
で
透
析
技
術
料
の
時

間
の
区
分
制
を
廃
止
し
ー
食
事
加
算

も
廃
=
さ
れ
患
廿
の
自
己
負
担
と
な

り
､
こ
れ
か
ら
も
ま
だ
ま
だ
改
悪
の

方
向
を
め
ざ
そ
う
と
し
て
い
ま
す
C

こ
の
様
な
関
越
に
対
し
て
全
円
的
に

協
力
し
て
い
く
こ
と
が
重
要
と
思
わ

れ
ま
す
ぢ

臓
器
提
供
意
思
表
示
カ
ー
ド
携
帯

者
拡
大
の
た
め
､
全
国
一
斉
腎
提
供

者
拡
大
街
頭
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
行
い

ま
す
o
尚
､
道
内
は
9
月
2
8
日
他
に

行
い
ま
す
｡

脳
牝
臓
器
提
供
件
数
が
減
少
を
辿

る
な
か
､
日
本
臓
器
移
植
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
北
海
道
プ
ロ
ソ
ク
が
廃
止
さ
れ
生

し
た
が
､
移
植
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
-

と
し
て
'
北
海
道
腎
臓
バ
ン
ク
に
は

-
名
常
駐
し
て
い
ま
す
U
脳
比
後
の

提
供
ば
か
り
で
は
な
く
､
心
停
山
後



②③
の
献
腎
は
意
思
表
示
カ
ー
ト
が
な
く

と
も
家
族
の
同
意
だ
け
で
も
出
来
ま

す
｡
北
海
道
に
移
植
医
療
を
定
着
さ

せ
る
様
､
各
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
に
力
を

入
れ
'
道
民
に
訴
え
る
活
動
を
し
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん

道
内
活
動
の

取
組
み

重
度
心
身
障
害
者
医
療
費
助
成
事

業
の
充
実
に
対
し
活
動
を
し
ま
す
o

こ
の
助
成
事
業
の
へ
の
補
助
(
{
削

減
や
所
得
制
限
が
実
施
さ
れ
ま
し
た

が
､
こ
れ
以
上
改
悪
に
な
ら
な
い
様
'

活
動
を
進
め
ま
r
T
T

本
道
に
お
け
る
腎
疾
患
総
合
対
策

等
の
充
実
を
進
め
ま
す
｡

透
析
患
者
の
様
々
な
要
求
実
現
を

求
め
て
　
｢
腎
疾
患
総
合
対
策
｣
　
の
実

現
に
向
け
た
粘
り
強
い
活
軌
が
続
け

ら
れ
.
医
療
'
牛
満
な
と
多
様
な
問

題
を
解
決
し
て
き
ま
し
た
｡
今
後
も

患
者
の
菓
求
実
現
の
た
め
に
道
と
の

意
見
交
換
会
を
毎
年
開
催
し
て
い
き

･
J
J
l
･
･J

R
運
賃
の
距
搬
制
限
を
な
く
す

る
(
1
0
0
k
m
未
満
で
も
半
額
に
す

る
)
運
動
を
進
め
ま
す
｡

④
　
本
道
に
お
け
る
要
介
護
患
者
対
策

の
充
実
を
進
め
ま
す
｡

私
た
ち
透
析
患
省
は
'
制
度
発
足

前
か
ら
要
介
護
透
析
者
の
通
院
に
つ

い
て
'
行
政
に
介
護
保
険
適
用
を
強

く
求
め
て
き
ま
し
た
が
､
市
町
村
が

認
可
し
た
場
合
に
限
り
介
護
タ
ク
シ
ー

サ
ー
ヒ
ス
が
対
象
に
さ
れ
る
事
に
な

り
ま
し
た
e
　
透
析
患
省
が
高
齢
化
す

る
中
で
通
院
送
迎
の
ニ
ー
ズ
は
今
後

ま
す
ま
す
増
加
す
る
一
方
で
し
ょ
う
｡

行
政
な
ど
に
対
し
て
早
期
の
保
険
適

用
の
活
動
を
進
め
ま
す
｡

⑤
　
本
道
に
お
け
る
通
院
交
通
費
助
成

の
充
実
を
進
め
ま
す
｡

長
期
透
析
省
､
高
齢
透
析
斤
が
多

く
な
り
'
通
院
交
通
費
の
負
担
も
多

く
な
っ
て
き
て
い
ま
す
｡

実
情
に
見
合
っ
た
助
成
拡
充
を
要

望
し
て
行
き
ま
す
｡

⑥
　
透
析
施
設
の
地
域
遍
在
差
を
無
く

す
る
運
動
を
進
め
ま
す
｡

各
地
域
で
の
透
析
施
設
の
開
設
要

望
に
対
し
て
積
極
的
な
活
動
を
進
め

ま
す
し

⑦
　
青
年
部
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

昨
年
よ
り
道
腎
協
青
年
部
と
し
て

発
足
し
部
員
も
3
1
名
に
な
り
活
発
に

●

活
動
し
て
い
ま
す
o
さ
ら
に
'
平
成

1
 
5
年
8
月
に
は
全
腎
協
青
年
･
父
流
集

会
が
赤
井
川
村
の
キ
ロ
ロ
で
開
催
さ
　
　
④

れ
ま
す
の
で
道
腎
協
青
年
部
を
中
心

に
ぜ
ひ
成
功
さ
せ
ま
し
ょ
う
｡

⑧
　
道
難
病
達
と
の
連
携
を
強
め
t
 
J

P
C
の
国
会
請
鹿
署
名
募
金
活
動
な

ど

に

取

り

組

み

ま

す

｡

　

　

　

　

　

　

⑤

特
に
要
介
護
者
の
通
院
問
題
等
で

難
病
連
の
他
の
疾
病
部
会
や
地
方
支

部
と
一
緒
に
取
り
組
み
が
で
き
る
所
　
⑥

は
､
臨
力
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
C

仙
組
織
･
財
政
･

3
仙
広
報
活
動
に

州
っ
い
て

①
　
地
域
患
者
会
組
織
を
強
化
す
る
為

の
活
動
を
進
め
ま
す
｡

医
療
講
演
会
や
研
修
会
の
講
師
派

遣
で
の
協
力
を
し
ま
す
｡

②
　
運
営
会
議
･
ブ
ロ
ッ
ク
会
議
の
充

実
に
努
め
ま
す
｡

③
　
役
員
研
修
会
を
開
催
し
ま
す
｡

例
年
通
り
1
0
月
の
ブ
ロ
ッ
ク
会
議

の
後
に
実
施
し
ま
す
｡

後
継
役
員
育
成
の
た
め
地
域
患
者

●

会
組
織
に
役
員
以
外
で
-
名
の
参
加

助
成
を
し
ま
す
｡

会
員
を
5
､
0
0
0
名
と
す
る
こ

と
を
目
標
に
組
織
率
向
上
に
努
め
ま

す
｡

新
規
加
入
者
増
の
為
の
p
R
版
や

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
配
布
し
ま
す
｡

腎
移
植
基
金
の
た
め
､
募
金
箱
活

動
を
進
め
ま
す
0

2
､
8
月
を
回
収
月
と
し
ま
す
｡

機
関
紙
〝
ど
う
じ
ん
〃
の
年
5
回

の
発
行
と
｢
今
月
の
情
報
｣
の
毎
月

発
行
に
努
め
ま
す
｡

医
療
保
険
制
度
､
公
費
医
療
制
度
､

介
護
保
険
'
移
鵬
等
の
資
料
を
掲
載

し
て
い
き
ま
す
o

新
医
療
法
等
､
患
者
に
対
す
る
医

療
･
福
祉
の
情
報
を
機
関
紙
を
通
じ

て
お
知
ら
せ
し
ま
す
o

情
報
の
緊
急
性
に
よ
っ
て
は
､
そ

の
都
度
号
外
等
を
山
し
て
い
き
ま
す
リ



平成15年度25周年記念積立金予算(莱)
(収入の部)　　　　　　　　　　　　　白　平成15年4月1日　　干　平成16年3月31H

軌∴‥溜::/㌔ 買ｸ-ﾃID�7�8��(ｮr�耶錬獲予算額】ハ:≡∴::-:.磯∴､:､1.考∴､ 

今期積立金 姪���ﾃ����O 

受取利息 ��S2�10 ��

前期繰越金 塔#津塔��l108,542 辻�

A計 涛3�ﾃ�C��108,552 ��

､科/:≡:∴員､:::: 僵ｳ�ID驂8ﾄi�餤�ｨv��ヤー5年度音集線 ��ｸ古ｸ�JC｣ｨ���8�ⅸﾖﾂ�

印刷費 都CBﾃ����0 ��

実行委員会会費 田�ﾃ����い ��

通信費 ���ﾃscr�5n,nn0 們��I+(ﾛ雨ﾙ�yN�,ﾘ*��

雑費 澱ﾃ�3"�5,000 ��

予備費 ����53,552 ��

次期繰越金 ���づSC"�108,552 ��

A計 涛3�ﾃ�C����

平成15年度備品積立金予算(莱)
(収入の部)　　　　　　　　　　　　　　白　平成15年,1月1 E]　至　-tlri-成16年3月31H

平成15年度運営安定会計予算(案)
白　平成15年/lJll日　　干　平成16年3月31日

野卑※; 倅�?ｨ�ｹ:ｹ6霾鮎hｮr�H15年東予★ ��sｲ�&謄｢"�

繰出金 ��ﾃ���ﾄ���1,850,000 辻餃｣�3�iﾊI<�¥｣S�iﾊIOYV店6ﾘ7R�

予備費 ���3,540,387 ��

次期繰越金 釘ﾃS窒津�ビ�- ��

合計 澱ﾃC��ﾃ�ビ�5,390,387 ��

15



科自∴言…… 剞｣時庭決井藤 傲8敲ｦﾈ棈馼�ｲ�≡≡※車線鞍二 ����H�Iｵ｢罎ﾘ�jHﾖﾂ�

会議費 運営会議費 冓,282,585 ��ﾃS#�ﾃ����6,6 ��

802,495 涛��ﾃ����3.9 几yNⅹ�8�NⅳjC咾8ﾈ隍ｨﾜ2�

役員研修会費 �#C津c���250,000 �����10月 

全腎綴参加費 �����ﾃC���250,000 �����大会,青年交流会他 

柴臣病連参加費 ��#bﾃ����120,000 ��絣�全道集会他 

負出金 �8,758,500 唐ﾃ田Bﾃ����39.2 ��

加盟分担金 �3#rﾃ����324,000 ��紕�喜難病連- 

全国会負担金 唐ﾃC3�ﾃS����氏,640,000 �3r繧�#R�2�L4,BO鴫×1,800円(全腎協) 

事業費 �4,789,517 迭ﾃ���ﾃ������

総会費 ��1,600,OUひ 途���苫小牧(議案書含む) 

機関緯費 �"ﾃ3��ﾃ�モ�2,600,000 免ﾂ�2�4凶発行.今月情軌発送費含む 

活動費 涛C"ﾃ��b�1,300,000 迭縒�会長,会計,役員活動他 

青年部活動費 涛Bﾃ�迭�Son,000 ���2�交流会他 

事務局運営費 �5,626,773 迭ﾃS�Bﾃs釘�24.1 ��稲��9�ﾂ�;��bﾉ*�8ﾒﾈ�9|9�i[y�ﾂ�ィﾄ���(5�ﾈ��

通信費 �97,335 ��S�ﾃ����0.7 

事務用品費 �39,799 澱�｢ﾄ���0.2 

l新聞図書費 撞�$�3���120,000 紐絣�

交通費 ���##�ﾃcf��240,000 ������

l 二家賃 姪�ﾃ��づ����1,008,OnO 摘��

電話料 姪�Cbﾃc�"�150,000 ��縒�電話料､パソコン通信 

雑費 姪�C"ﾃ�#��140,000 ��綯�振り込み料他 

水道光熱費 �#�"ﾃsS��200,000 ��纈�水道､電気,ガス料金 

備品費 �##"ﾃc���200,000 ��ﾃ��コピーリース他 事務局長､事務局員､アルバイト 

慶弔費 涛"ﾃ�c��80,000 ���B�

事務局手当 ��l 3,050,000 ��5�2�

0.1 刋ｨﾝ�]ｸﾊ��

退職給与引当金288,000 �82,794 ��紕�"綯�勤続12年 

予備費 剴Sモﾃs�"�

運営安定会計操出金 冤1,800,000 姪S��ﾃ����2_2 ��

次期繰越金 � 辻� ��

ノゝ計 �22,714,011 �#"ﾃャrﾃSッ�I()∩ ��
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平成15年度一般会計予算(莱)
白　平成15年4月1日
至　平成16年3月31H

____翠___:.′∴目′ ����9D隕ﾈ��螽ｧ｢�･≡卿4年度予算蘇. ��円Hﾜ餒C｢����二億-∴.-:､､:≡:二;∴凍 

会費 ��津c�2ﾃ3���20,160,000 涛��･1,800名×4,20O円 

会費未納分 都Rﾃ#S��29,400 �����

配分交付金 田SrﾃSV�� �"纈�…難病連を通じて道からの助成金 

寄附企 涛"ﾈ���ｲ���50,000 ���"� 

物品販売益 鉄津��b�30,ODD �����物品,本の販売 

広告料 �3C�ﾃ����160,000 ��縒�どうじん広告料 

雑収入 塔BﾃS�"�50.OOO ���"�受払挿I相､他 

運営安定会計繰入金 ��ﾃ3��ﾃ����1,300,000 迭繧� 

小計 �#(�s##"ﾃC��� ����� 

前期繰越金 鼎��ﾃc�2� �� 

合計 �� ��

平成15年度特別会計予算(莱)
白　平成15年4月1日
干　平成16年3月31ロ

料.冒:㌔. 洞��9D��(ﾈ亥ｨｧ｢�1日:14年度予真東三; ��位靹ﾊB�

ブロック会議 ��ﾃ��"ﾃ�3B�1,iou,000 釘���ﾈ隍ｨﾜ2�

用品購入代 �##津C�2�350,000 ��

地域患石-全組織助成金65,OOO �400,000 ��

移植推進活動費21,586 �50,000 ��

雑費 �#2ﾃSS��50,000 10,000 �俤飩ﾙ�yN��ﾂ�

通信費 唐ﾃc3��

臓器移植某金 �3Rﾃ����50,000 ��I��6�984籀ｯ�WB�

i,## ���262,463 ��

運営安定会計繰出金 涛��ﾃ����300,000 ��

次期繰越金 �3sRﾃCS2�- ��

合計 �� ��
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平成15年度災害義援金予算(莱)
(収入の部)　　　　　　　　　　　　　　　H　平成15年4月1日　　至　平成16年3月31日

科　　　　　目

受　　取　　利　　白

前　期　繰　越　金

Hは年度予算額 備　　　　　　　考

67 1　　　　　30

3,851,282 1　3,851,349

合　　　　　計

平成15年度退職給与引当金会計予算(莱)
(収入の部)　　　　　　　　　　　　　　　白　平成15年4月1日　　至　平成16年3月31日

規約第6条第2項により会員は文書で意見を述べること

ができます｡活動方針案等に対し､ご意見のある方はご意

見を書いてお送りください｡

(送付先: 〒001-0017札幌市北区北17条西2丁目21-617

サザンアベニュー北大101道腎協)

5月15日必着

-18-
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二三FI---::_;I-i--≡--.
蔓6･国会請願署名運動､署名数50,000名の強力な取り書
手　　　　細.Lfr･ †　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　き

し　組みを!　　　　　　　　｣

jiiiiW

総　会　宣　言(秦)

日本経済は長期に低迷､デフレ状況が続き､国民の多くが不安な牛活を強いら

という事で､診療報酬が大きく改悪され､医

り､透析患者や医療関係者に大きな影

後退することのないように力を合わせなければなりません｡

私たち透析患者は､今後益々医療環境が厳しくなるなかで,何事も他人事とせ

ず､自分の命と生活を寸るという強い意志で､社会に対して訴えていく事をここ

に常吉します｡

平成15年5月25口

北海道腎臓病患者連絡協書義会

第26回定期総会苫小牧大会
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日
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ナ
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イ

状

　

マ

い

　

は

し

　

ど

厳
　
な

が
　
卓

政

　

料 なと

を与える事になりました｡

--　　一　　一　　●

環境の確保､厳しさを増す医療改革に対して､会員一同これ以上医療･福祉が　邑



会　　　　長 川　村　隆　志

副会長 ��ｧﾈ腦���袷ｩр��

′/ ���ﾈﾏｹ�ﾙ)｢ﾒ�(苫小牧) 

′/ ��)oh鈔ﾒ�(旭川) 

++ 冏�I��Tb�(札幌) 

事務局長 弍i>�L冰��(札幌) 

事務局次長 倅��?�z�ﾃ､辻�(札幌) 

会計 ��ｩgｹ;���(札幌) 

運営委員 冩inｵ�e�ｨ爾�(札幌) 

′′ ��ﾉm嬰h蔗�(札幌) 

′′ 仗�ﾙ$ｨ菇?����ﾂ��

+ 估ｹ8y'�ｶ��(道南) 

/ノ �ﾙ>�����(苫小牧) 

′/ ��Y8yuB�(室蘭) 

〟 仆Igｸｭ��(釧路) 

′′ 仞�皐����(小樽) 

l + �-iZｩU8ﾘxﾕﾒ�(山二別) 

l〝 ��Yvﾙ�YWb�(十勝) 

幹　　　　事 佐　藤　　　功.(札　幌)

石　井　典　十

北　　　征　子

小笠1,i(和　枝

岩　本　美津枝

永　揮　前　書

山　谷　直　幸

松　浦　範　子

田　中　敏　彦

20

【全腎協派遣役員】

理　　　　事

止　社　員

佐　藤　利　園

栗　山　尚　倫

【道難病連派遣役員】

【機関紙編集委員】

村本徳雄 冏�I��Tb�

三上留美子 弍i>�L冰��

福原真理子 亶hﾋHﾔｸﾕﾒ�



第
1
寺
　
総
　
　
則

(
名
称
及
ひ
所
在
地
)

第
1
条
　
こ
の
会
の
名
称
は
､
北
海
道

腎
臓
病
患
者
連
絡
協
議
会
と
称
す

る
｡
道
腎
協
と
略
称
し
､
本
文
に

お
い
て
以
下
『
本
会
』
と
記
す
C

2
　
本
会
の
所
在
地
　
(
事
務
局
)
　
は

次
の
と
お
り
C

札
幌
市
北
区
北
1
7
条
由
2
丁
目

2
1
-
6
1
7
･
1
0
1

(
組
　
織
)

第
2
条
　
本
会
は
､
腎
臓
病
患
者
と
そ

の
家
族
を
主
た
る
会
員
と
す
る
『
患

者
会
組
織
』
　
(
原
則
と
し
て
地
域
の

複
数
以
上
の
患
者
凹
体
)
　
で
構
成

さ
れ
る
連
絡
協
議
会
と
す
る
｡
ま

た
'
本
会
の
卓
業
を
賛
助
す
る
た

め
に
加
入
し
た
特
別
会
員
(
個
人

文
は
凹
体
)
を
も
っ
て
構
成
す
る
､

2
　
本
会
は
仕
出
法
人
今
国
腎
臓
病

協
議
会
　
(
略
称
　
全
腎
協
)
　
及
び

財
同
法
人
北
海
道
難
病
連
　
(
略
称

道
難
病
連
)
　
に
加
盟
す
る
｡

3
　
本
会
へ
の
加
入
は
､
『
患
者
会
組

織
』
加
入
を
原
則
と
し
.
運
営
会

議
の
議
を
経
て
ブ
ロ
ッ
ク
会
議
の

承
認
を
得
て
'
総
会
で
加
入
の
可

否
を
決
定
す
る
｡

第
2
章
　
目
的
及
び
事
業

(
H
　
的
)

第
3
粂
　
本
会
の
目
的
は
次
の
通
り
と

す
る
c

m
　
腎
臓
病
患
者
∴
本
族
の
医
療
と

権
利
を
守
り
､
真
の
社
会
保
障
制

度
の
確
立
を
め
さ
す

似
　
腎
臓
病
の
治
療
と
予
防
の
た
め

の
医
療
体
制
お
よ
び
研
究
体
制
の

充
実
と
向
上
を
め
さ
す

仙
　
腎
臓
病
患
者
相
且
の
経
験
交
流

と
親
睦
を
凶
る

(
事
　
業
)

第
4
条
　
本
会
は
前
条
の
目
的
を
達
成

●

す
る
た
め
次
の
事
業
を
行
う
｡

仙
　
腎
臓
病
患
者
･
家
族
の
医
療
と

生
指
を
守
り
､
向
上
さ
せ
る
た
め

の
法
的
'
行
政
的
､
医
学
的
要
請

を
関
係
諸
機
関
に
働
き
か
け
る

惚
　
必
要
な
常
料
･
情
報
の
収
集
と

伝
達

矧
　
広
報
に
関
す
る
卓
業

甜
　
加
入
F
患
者
会
組
織
』
間
の
交

流
胤
　
加
入
『
患
者
会
組
織
』
　
の
強
化

と
未
加
入
患
者
会
の
組
織
化

㈲
　
そ
の
他
の
患
者
･
障
害
者
組
織

な
ど
関
係
同
体
と
の
連
携

の
　
そ
の
他
目
的
を
達
成
す
る
た
め

の
諸
事
業

第

3

章

　

会

　

　

議

(
種
　
別
)

第
5
条
　
本
会
の
会
議
は
次
の
通
り
と

す
る
｡

j

　

総

　

　

会

倒
　
ブ
ロ
ッ
ク
会
議

仰
　
運
営
会
議

(
総
　
会
)

第
6
条
　
総
会
は
本
会
の
最
高
議
決
機

関
で
あ
っ
て
年
1
拭
､
前
年
度
会

計
期
間
終
了
後
､
す
み
や
か
に
会

長
が
召
集
開
催
す
る
｡

2
　
総
会
は
全
体
会
議
と
L
t
　
文
書

に
上
る
発
言
も
で
き
る
｡

(
臨
時
総
会
)

第
7
条
　
加
入
『
患
者
全
組
織
i
　
の
3

分
の
1
以
上
の
要
求
が
あ
っ
た
と

き
､
ま
た
は
ブ
ロ
ッ
ク
会
議
が
必

要
と
認
め
た
と
き
は
臨
時
総
会
を

閲
か
な
け
れ
は
な
ら
な
い
n

(
ブ
ロ
ッ
ク
会
議
)

第
8
条
　
ブ
ロ
ッ
ク
会
議
は
会
長
が
召

集
し
､
運
営
会
議
の
構
成
員
及
び

幹
事
な
ら
び
に
会
計
監
査
役
に
よ

り
構
成
さ
れ
'
年
度
に
2
回
以
上

開
催
す
る
｡

2
　
フ
ロ
ッ
ク
会
議
は
付
議
事
項
の

ほ
か
に
'
各
『
患
者
会
組
織
』
か

ら
の
懸
案
事
項
等
に
つ
い
て
協
議

決
定
す
る
∪

3
　
プ
ロ
ソ
ク
会
議
の
決
定
は
総
会

に
報
告
し
承
認
を
受
け
る
｡

(
運
営
会
議
)

第
9
条
　
運
営
会
議
は
会
長
､
副
会
良
､

事
務
局
長
､
事
務
局
次
長
､
会
計
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と
運
営
委
員
に
よ
り
構
成
さ
れ
る
0

2
　
運
営
会
議
は
総
会
'
ブ
ロ
ッ
ク

会
議
の
決
定
に
某
づ
き
本
会
の
運

営
に
喜
任
を
も
つ
執
行
機
関
で
あ

り
'
必
要
に
応
じ
て
会
長
が
召
集

す
る
o

3
　
逆
桜
[
会
議
の
決
定
は
'
次
の
フ

ロ
ッ
ク
会
議
に
報
告
し
､
承
諸
を

受
け
る
｡

(
会
議
の
議
長
)

第
1
0
条
　
本
会
の
会
議
の
議
長
は
そ
の

都
度
､
山
席
者
の
中
か
ら
選
出
す

る
｡

(
会
議
の
運
営
)

第
1
 
1
条
　
本
会
の
会
議
運
営
は
相
互
の

意
見
を
尊
重
し
､
充
分
な
議
論
の

も
と
合
議
を
原
則
と
し
､
や
む
な

く
議
決
の
必
要
が
生
じ
た
場
合
は

出
席
者
の
過
半
数
の
賛
成
を
も
っ

て
議
決
し
､
吋
否
同
数
の
場
合
は

議
長
が
決
す
る
o

(
会
議
の
付
議
事
項
)

第
1
 
2
条
　
会
議
に
必
ず
付
議
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
事
項
は
次
の
通
り
と

す
る
｡

仙
　
規
約
の
改
廃
に
関
す
る
こ
と

他
　
車
業
計
画
及
び
経
過
報
告

樹
　
予
算
･
収
支
決
算
､
会
計
監
査

報
告
　
(
運
営
会
議
は
除
く
)

川
　
役
員
の
選
出
に
関
す
る
こ
と

第

4

葺

　

役

　

　

員

/
r
L
/
　
.
白
.
,

第
1
3
条
　
本
会
の
円
滑
な
運
営
を
図
る

た
め
､
次
の
役
員
を
置
く
U

m

　

会

　

　

　

長

　

　

　

1

名

必
　
副
　
会
　
長
　
　
若
干
名

矧

　

事

務

局

長

　

　

　

1

名

相
　
事
務
局
次
長
　
　
若
干
名

㈲

　

会

　

　

　

計

　

　

　

1

名

㈲
　
運
営
委
員
　
　
若
干
名

爪
　
幹
　
　
　
卓
　
原
則
と
し
て
各

『
患
者
全
組
織
』
　
か
ら
1
名

㈲
　
会
計
監
香
役
　
　
　
2
名

(
役
員
の
任
免
)

第
1
4
条
　
前
条
に
お
け
る
幹
事
は
'
各

『
患
者
全
組
織
』
か
ら
推
薦
を
受

け
'
そ
の
他
の
役
員
は
運
営
会
議

の
指
定
し
た
r
患
省
全
組
織
W
か

ら
推
薦
を
受
け
､
そ
れ
ぞ
れ
と
も

に
ブ
ロ
ッ
ク
会
議
の
幕
を
経
て
'

総
会
に
お
い
て
承
認
決
定
す
る
｡

●

2
　
前
項
に
お
い
て
'
推
薦
さ
れ
る

そ
の
他
の
役
員
は
'
本
会
の
幹
事

な
と
の
経
験
を
有
す
る
者
が
望
ま

し
い
｡

3
　
運
営
会
議
の
構
成
員
に
欠
員
が

生
じ
た
場
合
の
補
充
は
､
運
営
会

議
の
裁
量
に
委
ね
る
も
の
と
す
る
0

4
　
役
員
の
任
期
は
2
年
と
し
.
i
:

任
を
妨
げ
な
い
√
　
ま
た
中
途
補
充

の
役
員
の
任
期
は
前
任
者
の
残
任

期
間
と
す
る
｡

5
　
役
員
の
兼
任
は
出
来
な
い
も
の

と
す
る
｡

6
　
役
員
が
本
会
の
歪
1
を
傷
つ
け
､

ま
た
は
目
的
に
反
す
る
行
為
を
し

た
と
き
､
運
営
会
議
の
議
決
に
基

づ
き
退
会
さ
せ
る
事
が
で
き
る
0

7
　
本
会
に
相
談
役
ー
顧
問
を
置
く

こ
と
が
H
来
る
ー
相
談
役
､
顧
問

は
運
営
会
議
が
委
任
す
る
U

(
役
員
の
任
務
)

第
1
5
条
　
会
長
は
､
本
会
の
業
務
を
総

柄
し
､
本
会
を
代
表
す
る
｡

2
　
副
会
長
は
､
会
長
を
補
佐
し
会

長
に
事
故
あ
る
場
合
は
そ
の
任
務

を
代
行
す
る
.

●

事
務
局
長
は
､
事
務
局
の
業
務

を
統
括
す
る
と
共
に
､
運
営
会
議

の
議
決
に
基
づ
き
､
そ
の
執
行
に

あ
た
る
｡

事
務
局
次
長
は
'
事
務
局
長
を

補
佐
し
､
各
種
事
業
の
円
滑
推
進

に
寄
与
す
る
U

会
計
は
本
会
の
収
支
状
況
の
経

理
を
行
い
､
総
会
に
お
い
て
会
計

報
告
を
し
､
承
認
を
受
け
る
｡

運
営
委
員
は
運
営
会
議
を
構
成

し
､
活
動
方
針
の
立
案
及
び
'
総

会
.
ブ
ロ
ッ
ク
会
議
の
議
決
し
た

業
務
の
執
行
に
あ
た
る
o

幹
事
は
運
営
会
議
の
構
成
員
及

び
会
計
監
査
役
と
と
も
に
ブ
ロ
ッ

ク
会
議
を
構
破
L
T
　
地
元
組
織
と

の
連
携
を
保
つ
｡

会
計
監
査
役
は
'
会
計
年
度
内

に
2
凹
'
現
金
f
納
簿
､
関
係
書

類
を
監
査
し
'
ブ
ロ
ッ
ク
会
議
及

び
､
総
会
に
お
い
て
結
果
を
報
告

す
る
D相

談
役
は
ブ
ロ
ッ
ク
会
議
､
運

営
会
議
に
対
し
意
見
を
述
べ
る
事

が
で
き
'
顧
問
は
本
会
の
求
め
に
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応
じ
て
必
要
な
助
言
を
す
る
こ
と

が
で
き
る
｡

第
5
章
　
事
務
局

(
事
務
局
)

第
1
6
粂
　
本
会
に
事
務
局
を
置
く
こ
と

が
で
き
る
｡

2
　
事
務
局
員
の
採
用
は
運
営
会
議

で
決
定
す
る
0

3
　
事
務
局
は
運
営
会
議
の
指
導
の

も
と
に
本
会
の
業
務
を
執
行
す
る
｡

(
事
務
局
手
当
)

第
1
7
条
　
事
務
局
長
'
事
務
局
員
に
は

事
務
局
手
当
を
支
給
す
る
U

2
　
事
務
局
手
当
の
支
給
額
は
運
営

会
議
で
決
定
す
る
｡

(
退
職
金
手
当
)

第
1
8
条
　
退
職
給
与
規
程
に
よ
り
.
辛

務
局
員
に
退
職
金
を
支
給
す
る
D

支
給
に
異
議
あ
る
と
き
は
､
運
営

会
議
で
決
定
す
る
｡

第
6
章
　
会
　
　
計

(
財
　
政
)

第
1
 
9
条
　
本
会
の
財
政
は
会
費
'
寄
付

金
､
そ
の
他
の
収
入
に
よ
っ
て
賄

●
^
つ
｡

(
会
　
費
)

第
2
0
条
　
本
会
の
会
費
は
『
患
者
会
組

織
』
　
の
会
員
1
名
に
つ
き
.
年
額

4

'

2

0

0

円

(
内
訳
　
道
腎
協
2
'
4
C
O
円
'

全
腎
協
1
1
　
8
0
C
円
)
　
と
し
中

途
入
会
者
は
月
割
(
月
額
3
5
0

円
)
計
算
と
す
る
G

2
　
会
費
納
入
は
原
則
と
し
て
新
年

度
の
早
い
時
期
に
す
み
や
か
に
納

入
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
D

3
一
日
納
入
し
た
会
費
及
び
処
出

金
品
は
'
収
支
予
算
ヒ
'
こ
れ
を

一
切
返
戻
し
な
い
｡

(
会
計
年
度
)

第
2
1
条
　
本
会
の
会
計
年
度
は
毎
年
4

月
1
H
に
始
ま
り
.
翌
年
3
月
3

日
に
終
わ
る
｡

(
現
金
出
納
簿
及
び
関
係
書
類
)

第
2
2
条
　
本
会
の
収
支
状
況
を
記
録
し

た
現
金
出
納
簿
'
及
び
関
係
書
類

は
総
会
に
お
い
て
会
計
監
査
報
告

を
受
け
'
5
年
間
保
存
し
た
の
ち
'

廃
棄
処
分
と
す
る
｡

●

第
7
章
　
附
　
　
則

(
規
約
の
改
正
･
廃
止
及
び
規
程
)

第
2
3
条
　
本
会
の
規
約
の
改
廃
は
､
運

営
会
議
で
立
案
検
討
を
経
て
､
ブ

ロ
ッ
ク
会
議
の
審
議
討
論
を
得
て
､

総
会
に
お
い
て
承
認
決
定
す
る
｡

2
　
改
廃
し
た
規
約
の
効
力
は
'
承

認
決
定
し
た
総
会
年
度
の
始
期
(
4

月
1
日
)
　
に
遡
り
施
行
す
る
0

3
　
こ
の
規
約
に
某
づ
き
'
各
種
規

程
を
設
け
る
こ
と
が
で
き
る
C

4
　
各
種
規
程
は
別
に
定
め
る
｡
規

程
の
作
成
､
改
廃
は
運
営
会
議
に

お
い
て
行
い
､
そ
の
内
容
は
'
フ

ロ
ッ
ク
会
議
に
報
告
す
る
｡

(
交
通
費
､
旅
費
､
表
彰
､
慶
弔
､

退
職
給
与
)
0

5
　
本
規
約
は
昭
和
5
3
年
6
月
1
8
日
､

第
1
凶
総
会
に
お
い
て
制
定
し
､

施
行
す
る
｡

6
　
昭
和
5
8
年
7
月
3
日
l
部
改
正

(
全
体
総
会
､
全
腎
協
加
盟
他
)
0

7
　
昭
和
6
2
年
5
月
3
1
日
一
部
改
正

(
事
務
局
員
の
手
当
､
道
腎
協
の

会
費
1
0
0
円
か
ら
2
0
0
円
に
)
｡

n
U234

平
成
元
年
5
月
2
8
日
■
‥
部
改
正

(
相
談
役
､
顧
問
の
設
置
､
役
員

の
任
務
に
関
す
る
事
他
)
U

平
成
2
年
5
月
2
7
日
一
部
改
正

(
全
腎
協
会
費
1
0
月
か
ら
1
3
0

日
､
翌
3
年
1
0
月
か
ら
1
5
0
円

に
)
｡平

成
3
年
6
月
2
ロ
ー
部
改
正

(
退
職
金
手
当
を
設
け
支
給
ー
事

務
局
次
長
1
名
)
｡

平
成
7
年
6
月
4
日
1
部
改
市

(
役
員
の
任
期
2
年
に
)
0

平
成
9
年
5
月
2
5
日
一
部
改
正

(
事
務
局
次
長
2
名
に
)
｡

平
成
1
1
年
6
月
6
日
大
幅
改
止

(
役
員
の
任
務
他
)
o

平
成
1
2
年
5
月
2
1
日
一
部
改
正

(
会
議
の
議
長
に
関
す
る
事
他
)
a



道腎協加盟地域腎友会組織一覧表

白子命　ご，．．。名 〒∧ｮ l七言ふl桂川二九七七ぶニ……,lに．、所、 電　話

旭川地方腎友会 旭川市

岩見沢　賢女会 岩見沢市
-‥

浦河地区腎友会 057-0036浦河郡浦河町

江別腎臓病患貴会 069-0817江別市野幌町代々木町81ぴ）６　　　　　　　漢和会江別病院透析室内 011-382-1111

小樽後志地方腎友会 0470032 小樽,目稲穂1－3－13　　　　　小樽ライフグリｺエック透析室内
0134 25 3585

オホーツク賢女会

北見地方賢友会

網走市

北見市

釧路地方賢女会 085-0003釧路市川北4-17　　　　　　　身体障害者福祉センター内
0154-23-6687

札幌腎臓病患老友の会 札幌市北区，

腎友会副||クリニック透析者の会073-0045滝川市有明町2 J 0 4 -45　　　　腎友会滝川クリ＝ック　透析室内 0125-24-2125

千　歳　腎　友　会 千歳市

亀田郡七飯町道南腎臓病愚考連絡協議会

十勝地方腎友会 帯広市

苫小牧　腎　友会

根室地方腎友会

苫小牧市

根室市

深　川　腎　友　会 074-0005深川市５条６番10g･　　　　　　深川I目立総合病院透析室内 01642-2-1101

室蘭地方腎友会 050-0083室蘭巾東町2－1－19　　　　室蘭市障害者総合福祉センター内 0143-45-6849

紋別地方腎友会 紋別郡遠軽町

夕張腎臓病友の会

　　　　　　一一一一
留萌地方水無人腎友会

夕張市

077-0011留萌,ド東雲町２丁目16番　　　　　　　　留萌市立病院透析室内 0164-49-1011

0162-32-8134稚内地方腎友会 097-0022稚内市中央４」’日11番６号　　　　　　　　稚内山立病院透析家内

静　内　腎　友　会 静内郡静内町

十別淑東山町3029番地１　　　　　　市立士別総合病院透析室内

　　　－－　一一一

01652-3-2166土　別　腎　友　会 095-0044

こ　笠　腎　友　会 二等服

伊達地方腎友会

一一
伊達市

富　良野　賢女会 空知郡中富良野町

北海道腎臓病患者連絡協議会001-0017木L巾箆市北区北17条西２丁日21－617
　　　　　　　　　サザンアベニご･､一北大101

011-747-0217

　　　　--一一一一

03-5395 26割闘全国腎臓病協議会 170一国02東京都豊島区巣嗚１丁目20番９弓　　　　　　　　巣鴨フアーストビル３Ｆ

昭
和
4
8
年
１
月
1
3
日
第
３
種
郵
便
物
認
則
Ｈ
・

平
成
1
4
年
５
月
1
0
日
発
行
（
毎
月
1
0
日
発
行
）

ｓ
・
ご

巻
３
７
４
号

切

り

取

発
行
所

１
刊
訴

り
線
…
…
…
…

北
海
道
身
体
障
・

害
者
団
什
●
七
刊
行
物
協
会

人
暉
１
引
朱
氏
含
生

八、
§§

七/
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